
北海道大学創基150周年記念募金（北大フロンティア基金）

　北海道大学は、創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発揮して大学として
の使命を果たすため、平成18年10月に北大フロンティア基金を創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、息の
長い募金活動をすることとしています。
　2026年、北海道大学は創基150周年を迎えます。次の150年を見据えた記念事業のため、2023～2026年度の4年間、北大フ
ロンティア基金は「創基150周年記念募金」として、皆様からのご寄附を募集しております。

皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　6月は1,023件1,035,575,721円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名を掲載させていただきます。
（五十音別・敬称略）

＜ご寄附状況＞

アジア航測株式会社、有限会社アルファ・コミュニケーション、池田煖房工業株式会社、岩見沢市立総合病院、株式会社H＆Nホールディングス、

株式会社HTS Planning、大塚ホールディングス株式会社、株式会社クボタ、クボタ環境エンジニアリング株式会社、

医療法人緑風会新琴似皮膚科スキンケアクリニック、医療法人スワンアイクリニック、社会医療法人製鉄記念室蘭病院、

医療法人渓仁会手稲渓仁会病院、特定非営利活動法人ならサポートワークラボ、医療法人寧和会、農学部森林科学科学生有志、

合同会社パーシモン、柏楊印刷株式会社、株式会社ベステック、北海道大学中部地区同窓会、医療法人社団峰村内科クリニック

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

荒井　克俊

伊藤　雄三

入澤　秀次

大崎　智史

小澤　丈夫

金川　眞行

上月　　浩

坂本　大介

澤田　武蔵

蛇川　優子

瀬名波栄潤

田中　佐織

中村　楯夫

早川　欽哉

藤原　　明

松永　章宏

村上　広輝

余湖　兼右

青井　良平

安東　龍江

犬飼　英明

岩熊　敏夫

大原　正範

尾城　卓也

神藏　寿観

古梶　正洋

崎元　大志

三升畑元基

陣谷　義直

高島　真一

種本　　均

西田　和代

林　　和広

藤原　彩乃

松原　謙一

村瀬徳啓充

横山　和弘

青木　俊介

飯田　年以

井上　　斉

岩田　浩明

大森　優子

小田原一史

神山　　誉

小林　賢人

貞廣　𠮷𠮷

志賀　直信

菅原　新也

高瀬登志彦

田村　　健

西山　熏代

原田　祐司

古川夕里香

真屋　幹雄

村田　史郎

横山　　考

青柳　良隆

石井　哲夫

井上　将希

上田　雅敏

大谷　研一

尾上　博則

河本　充司

小柳佑衣子

佐藤　市雄

志済　聡子

杉江　和男

髙野由美子

辻　　博勝

根本　叔治

平井　康市

古田　　恵

三木　證永

森田　陽子

吉田　広志

秋山　道生

石井　俊幸

井原　　博

梅本　由佳

岡田　英子

小原　大和

北　　英夫

今内　　覚

佐藤壮一郎

篠原　信雄

鈴木　瀬那

高山　芳幸

土家　琢磨

野島　孝之

廣重　勝彦

星　　光流

水上　卓哉

森永　大亮

吉原　正朝

浅沼　佳南

石名坂智秀

今井　四郎

縁記　和也

岡田　　健

小俣　美香

木滝　俊郎

齊藤　　晋

佐藤　照明

島　　佳隆

鈴木　貴之

田栗　和奈

鄭　　雄一

野村紘一郎

福永　悟郎

本田　史子

源　　哲雄

山田　知充

渡瀬　和男

安倍　宣昭

市川　祐也

今井　　晋

遠藤　公憲

岡野　文雄

片岡　博行

衣川　暢子

齋藤　　久

佐藤　豊孝

清水　薫子

鈴木　雅樹

竹内　　勧

富田　　進

羽川　義人

藤澤　裕子

松井　耕二

宮坂　知宏

山田　浩之

渡邊　晶子

阿部　雅史

井出　　肇

今泉　秀美

大倉　　俊

沖崎　　遼

加藤　千晴

栗原　誠治

齋藤　真衣

佐野海瑚人

下鶴　倫人

鈴木　正司

竹内　啓貴

豊田　威信

花田　秀一

藤田　芳康

松崎　亮磨

宮田　信幸

山地賢一郎

渡邉　邦人

北大フロンティア基金創設時累計 （6月30日現在）／55,801件 　9,275,930,049円
うち、北海道大学創基150周年記念募金累計 （6月30日現在）／18,753件 　3,111,161,492円

総長記者懇談会を開催

　7月15日（火）、本学総長と地元記者
との交流を深めることを目的とした
「総長記者懇談会」を開催しました。
本学からは寳金清博総長、髙橋 彩理
事・副学長（広報統括）、横田　篤理
事・副学長（サステイナビリティ・
SDGs）、黒岩麻里総長補佐、杉浦真由
美総長補佐、南波直樹教授（広報・社
会連携本部広報・コミュニケーション
部門長）らが出席し、北海道教育記者
クラブ加盟社からは10名が参加しま
した。
本年の懇談会は二部制とし、第一部

は本学の取組についての情報提供を記

者会見の形式にて、第二部は食事をと
りながらの懇談形式にて開催しました。
学術交流会館を会場とした第一部で

は、寳金総長からの開会挨拶後、横田
理事・副学長から「THEインパクトラ
ンキング2025」において、総合ランキ
ング世界44位、6年連続国内1位を獲得
した本学の取組などについて説明があ
り、記者との質疑応答が行われました。
第二部は、会場をインフォメーショ

ンセンター「エルムの森」内のカフェ
deごはんに移し、冒頭、寳金総長から
来年創基150周年を迎える本学の取組
紹介を含めた挨拶があり、和やかな雰

囲気で懇談が始まりました。参加者は
構内で採れた食材を使用した料理など
を楽しみながら、活発な意見交換が行
われました。
懇談会の最後には、髙橋理事・副学

長から今後も報道機関との連携を深め
ていきたいとの挨拶があり、懇談会は
盛会のうちに終了しました。参加した
記者からは、顔が見える形で北大の役
員や広報関係者と多くの話をすること
ができ、良好な協力関係に繋がる取組
だと思う、との意見が寄せられました。

（社会共創部広報課）

開会挨拶をする寳金総長 本学の取組を説明する横田理事・副学長

懇談会の様子 閉会挨拶をする髙橋理事・副学長




